
　令和２年長野市消防局で救急搬送された方
のおよそ７割は65歳以上の高齢者です。
　また、ケガ等で救急搬送された方の約８割
が65歳以上の高齢者です。

　ここでは、どんな事故やケガが多いのか、
どんな予防方法があるのかをご紹介します！



　高齢者の方に多い事故は、転倒･転落、
　誤嚥（窒息）、やけど、溺水などがあります。
　その中でも、圧倒的に多いのが、転倒・転落です!!

外出先や庭をはじめ、
住み慣れている自宅の中でも発生しています！

・カーペットや敷居のわずかな段差、
　電源コードなどにつまずく

・立ち上がろうとしたときにバランスを崩す

・階段を踏み外してしまう

・玄関の段差を踏み外してしまう

・ベッドから落ちてしまう

　　　　　　　…などがあります。

どんな事故が多いの？ どうしたら防げるの？



　総務省統計局のデータ(2021年９月)では、日本の総人口は減少
している一方で、65歳以上の高齢者は3640万人と前年よりも増
加しており過去最高だそうです。また、総人口に占める割合は
29.1％と、こちらも過去最高だそうです。
　高齢者と言われる年齢の方でも、現役で仕事をしていたり、元
気に体を動かして過ごしている方も多くいらっしゃいます。
　しかし、加齢により身体機能は少しずつ低下していきます。今
までは普通に出来ていたことが大変になったり、ちょっとしたこ
とが事故やケガにつながります。

　　　　　　　いつまでも元気で過ごすために、
　　　　家族みんなのちょっとした気配りや工夫で、
　　　　　事故やケガを予防していきましょう！

・食事中に食べ物を喉に詰まらせてしまう
　
・飲み物や食べ物が肺に入ってしまう

・食べ物と一緒に薬の袋やシートを
　飲んでしまう


